


●
 「
実
践
報
告
書
」
は
８
ペ
ー
ジ
以
内
。
実
践
し
た
こ
と
を
十
分
に
説
明
で
き
る
枚
数
で
ま
と
め
よ
う
。

●
 必
要
に
応
じ
て
写
真
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
８
ペ
ー
ジ
に
入
ら
な
い
場
合
は
、
添
付
資
料

（
20
点
以
内
）
と
す
る
。

●
 ね
ら
い
が
明
確
だ
と
、
そ
れ
に
対
応
し
て
指
導
の
手
立
て
が
き
め
細
か
く
検
討
・
実
施
さ
れ
る
。

●
 成
果
と
課
題
が
、
ね
ら
い
に
対
応
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
よ
う
。

●
 児
童
生
徒
の
実
態
が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
、
指
導
の
手
立
て
が
き
め
細
か
く
検
討
・
実
施
で
き
る
。

●
 成
果
と
課
題
が
、

児
童
生
徒
の
実
態
に
対
応
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
よ
う
。

●
 新
聞
社
や
博
物
館
な
ど
、外
部
機
関
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
と
よ
い
。

●
 事
前
打
ち
合
わ
せ
は
、
誰
と
い
つ
、
何
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
か
を
記
述
す
る
。

●
 資
料
や
情
報
の
選
択
・
収
集
は
、
実
物
や
印
刷
体
の
図
書
・
雑
誌
・
新
聞
等
、
デ
ジ
タ
ル
体
の
資
料
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な

ど
、
多
様
な
種
類
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
念
頭
に
お
い
て
、
ね
ら
い
を
よ
く
確
認

し
よ
う
。

●
 図
書
資
料
だ
け
で
な
く
、
新
聞
も
学
校
図
書
館
の
資
料
で
あ
る
。
授
業
展
開
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
、
日
ご
ろ
か
ら
新

聞
や
号
外
を
資
料
と
し
て
保
存
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
新
聞
社
や
NI
E推
進
協
議
会
に
入
手
方
法
の
相
談
も
で
き

る
だ
ろ
う
。

●
 複
数
の
情
報
源
を
使
う
場
合
が
多
い
が
、
授
業
の
ね
ら
い
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば

印
刷
体
の

絵
本
の
み

場
合
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
よ
う
。

●
 資
料
や
児
童
生
徒
の
活
動
な
ど
の
写
真
が
あ
る
と
授
業
の
流
れ
が
よ
く
見
え
る
。

●
 配
布
資
料
や
号
外
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
も
資
料
と
し
て
添
付
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

●
 実
践
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
観
点
に
も
留
意
し
て
記
述
し
て
み
よ
う
。

● ● ● ●
外
部
の
方
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
IC
T担
当
と
の
協
働
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
な
ど
、
指
導
方
法
も
IC
T利
用
を
含
め
て

多
様
化
し
て
い
る
。

●
 児
童
生
徒
の

●
 実
践
報
告
を
補
足
す
る
こ
と
を
記
述
す
る
。
応
募
者
の
立
場
に
よ
っ
て
も
記
述
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
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●
 児
童
生
徒
の
作
品
を
デ
ジ
タ
ル
保
存
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
発
表
・
感
想
交
換
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
保
存
す
る

こ
と
で
次
年
度
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
個
人
情
報
や
著
作
権
等
へ
の
配
慮
が
必
要
）。

●
 実
践
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
自
校
所
蔵
の
資
料
の
鮮
度
や
不
足
等
の
現
状
・
課
題
に
気
が
つ
く
場
合
も
多
い
。
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⑴
指
導
計
画
…

①
設
定
の
ね
ら
い
、
理
由
　（
＊
６
）

○
「
扇
の
的
」
の
内
容
を
も
う
一
度
読
み
込
ん
で
自
分
な
り
に
考
え
る
。

○
全
国
紙
、
地
方
紙
、
業
界
紙
な
ど
、
立
場
が
違
え
ば
評
価
や
書
き
方
も
変
わ
る
こ
と
に
注
目
し
、
情
報
の
意
義
や
価
値
は

多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
。

②
児
童
生
徒
の
実
態
　（
＊
７
）

③
指
導
計
画
【
全
３
時
間
】
（
＊
８
）

平
家
物
語
の
学
習
の
後
、
３
時
間
扱
い
で
設
定
。

第
１
時
　
号
外
の
構
成
や
見
出
し
な
ど
、
新
聞
記
者
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
内
容
を
指
導
。

　
　
　
　
全
国
紙
・
地
方
紙
・
業
界
紙
な
ど
立
場
を
決
め
て
、
作
成
す
る
新
聞
の
名
前
を
考
え
る
。

第
２
時
　
資
料
を
参
考
に
下
書
き
を
す
る
（
記
事
を
考
え
る
。
写
真
の
か
わ
り
に
絵
を
描
く
）。

第
３
時
　
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交
換
、
修
正
し
て
清
書
。　
→
　
後
日
掲
示
し
て
発
表
。

④
事
前
打
ち
合
わ
せ
　（
＊
９
）

授
業
者
と
司
書
教
諭
…
…
 号
外
の
作
り
方
な
ど
説
明
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
提
供
、
新
聞
社
と
の
橋
渡
し
、
い
ろ
い
ろ
な
地
方

紙
・
業
界
紙
の
展
示
や
、
題
字
（
新
聞
の
名
前
）
の
紹
介
を
提
案
。

司
書
教
諭
と
学
校
司
書
…
授
業
者
の
意
図
や
流
れ
、
必
要
と
す
る
資
料
を
確
認
。

学
校
司
書
と
授
業
者
…
…
用
意
し
た
資
料
・
情
報
を
確
認
し
、
提
供
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
相
談
。

⑤
資
料
・
情
報
の
選
択
・
収
集
な
ど
　（
＊
10
）

学
校
司
書
…
…
 図
書
資
料
、
新
聞
号
外
の
実
物
、
W
eb
サ
イ
ト
の
紹
介
（
新
聞
社
の
サ
イ
ト
内
の
号
外
、
N
IE
の
サ
イ
ト
に

お
け
る
号
外
説
明
、
当
時
の
社
会
や
歴
史
的
人
物
の
肖
像
画
な
ど
の
サ
イ
ト
）。

司
書
教
諭
…
…
 新
聞
記
者
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
内
容
を
印
刷
し
て
配
布
、
号
外
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
作
成
、
新
聞
協
会
加
盟
の

新
聞
社
一
覧
を
題
字
の
参
考
と
し
て
提
示
。

⑵
実
践
記
録
…
　
　（
＊
11
）

①
第
１
時
…
初
め
に
以
下
の
説
明
を
し
た
。

○
実
際
の
号
外
を
集
め
て
お
き
提
示
。
１
人
１
台
端
末
を
使
い
W
eb
サ
イ
ト
で
各
新
聞
社
の
号
外
や
N
IE
の
サ
イ
ト
で
の

号
外
の
説
明
も
参
考
に
見
せ
た
。

○
号
外
の
作
り
方
は
、
司
書
教
諭
が
仲
介
し
新
聞
記
者
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
ま
と
め
た
も
の
を
配
布
。

○
５
W
１
H
の
書
き
方
や
見
出
し
の
表
現
の
工
夫
も
指
導
。

○
参
考
資
料
を
見
て
「
○
○
新
聞
」
以
外
の
名
前
も
多
い
こ
と
を
確
認
、
新
聞
名
を
考
え
さ
せ
る
。

第
２
時
…
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
を
例
示
し
て
お
い
た
。

第
３
時
…
完
成
後
、
作
品
を
廊
下
に
掲
示
し
、
付
箋
で
感
想
交
換
を
行
っ
た
。

→
生
徒
作
品
は
最
後
に
参
考
資
料
と
し
て
添
付
。

⑶
成
果
・
課
題
…

○
作
品
を
作
る
た
め
に
教
科
書
や
こ
の
時
代
の
資
料
を
何
度
も
読
み
直
し
た
こ
と
で
、
平
家
物
語
の
理
解
も
深
ま
っ
た
。

○
多
様
な
資
料
を
使
い
、
調
べ
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
平
家
側
、
源
氏
側
、
与
一
の
故
郷
の
地
方
紙
、
瀬
戸
内
海
の
漁
協
の
業
界
紙
、
弓
の
製
作
会
社
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の

新
聞
を
作
成
し
た
の
で
、
そ
れ
を
見
せ
合
う
こ
と
で
立
場
が
変
わ
れ
ば
記
事
内
容
が
変
わ
る
こ
と
を
実
感
し
、
情
報
に
向

き
合
う
姿
勢
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
ま
た
、
作
品
を
見
た
社
会
科
教
員
が
歴
史
新
聞
を
夏
休
み
の
課
題
に
出
す
な
ど
、
他
教
科
へ
の
広
が
り
も
生
ま
れ
た
。

①
そ
の
他
　（
＊
13
）

実
践
報
告
書
（
＊
５
）

応
募
者
【
　
　
＊
＊
＊
＊
　
　
】


